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平成２１年３月２３日 

香川大学ミッド・プラザ開設記念式典(ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ)の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日 時 

平成２１年３月３１日（火） １３：３０～１５：００（予定） 

※式典に先立ち、１０：３０より地域との交流及び内覧会を行います。 

 

２．場 所 

香川大学ミッド・プラザ（高松常磐町商店街（高松市常磐町 1 丁目）） 

 

３．参加者（１５０名程度を予定） 

香川大学学生・教職員、附属小学校児童、四国経済産業局、高松市、ことでん（株）、高松商工会議所および

中心市街地活性化協議会の関係者、商店街関係者、一般来街者など。 

 

４．主な実施内容 

（１）香川大学ミッド・プラザ開設記念式典(ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ) １３：３０～１４：００（予定） 

・香川大学・四経局・高松市・ことでん・商工会議所・商店街関係者そして附属高松小学校の生徒の

各代表によるテープカット（式典では、香川県警音楽隊によるファンファーレ演奏を予定）。 

（２）香川大学ミッド・プラザの活動予定に関する発表 １４：００～１４：３０（予定） 

・映像によってミッド・プラザ開設迄の歩みの紹介し、今後の商店街のリノベーションに向けた活動

企画を発表します。その後、交通ICカードによるミッド・プラザの利用管理システムを体験します。 

香川大学では、本年度から高松中央商店街の南部エリアにおいて、若者を中心とした多様な世代の交流、

来街機会の増加、商店街での滞在・回遊を促進する「交通ＩＣカードを活用したＩＴ支援型多世代交流まち

づくり事業」（経済産業省補助事業）を進めています。 

その実現のために、まず常磐町商店街の内に大学の拠点「ミッド・プラザ」を設け、地域のニーズと大学

のシーズとを結び地域課題の解決を図るための交流塾、講義・セミナー等を定期的に実施します。加えて、

学生主体のプロジェクト、ボランティアやサークル活動および教育学部附属高松小学校の児童による商店街

復活大作戦の場としても活用されます。 

また、ミッド・プラザは街に開かれた施設です。市民の交流の場を提供するとともに、交通ＩＣカードや

ＩＴ技術を用いて、商店街関係者、地域住民および来街者が、自らの手で街の情報を手軽に発信・蓄積・共

有、さらには放送することにより、街の「いま」と「未来」を実感させ、街の魅力を高めるためのクロス・

リレーションシステムをミッド・プラザにおいて開発します。 

お問い合わせ先 
 香川大学工学部安全ｼｽﾃﾑ建設工学科（都市計画研究室）教授 土井健司
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